
国土交通省
関東地方整備局高規格堤防整備事業

高規格堤防は、ふつうの堤防と比較して幅を広く(堤防の高さの30倍程度)なだらかな勾配で堤防を整備すること

により、想定を越える大規模な洪水でも堤防が決壊することを防止する。
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一部区間の整備の場合や基本的な断面形状が完成していない場合にも、
堤防の安全性が格段に向上します。

※ イメージであり、今後、変更とな
る可能性があります。
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令和3年度は7箇所において事業を実施する。

＜高規格堤防整備前＞

＜高規格堤防整備後＞

高規格堤防は、まちづくりと共同で実施することによって、安心で快適な空間を創出
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